
 

ホワイ ト  ペーパー
Cisco Catalyst 6500 の NSF/SSO （ノンス ト ップ フォワー
ディング / ステート フル スイッチオーバー）
Cisco® Catalyst® 6500 は、企業ネッ トワークとサービス プロバイダー ネッ トワークの要所に数多く展開されています。Cisco
Catalyst 6500 はネッ トワーク内できわめて重要な位置に設置されているため、100% に近いアベイラビリテ ィ を実現する必要

があります。Cisco Catalyst 6500 のプラッ ト フォームは何年にもわたって進化し続け、高度な復元メカニズムを提供すること

により、 より高レベルのアベイラビリテ ィ を実現することを可能にしました。 ハイ  アベイラビリテ ィ  メ カニズムの例として

は、冗長スーパーバイザ、冗長スイッチと冗長リンク、 Cisco EtherChannel® テク ノロジー、 Spanning-Tree Protocol （STP;
スパニングツリー プロ ト コル） 、 Unidirectional Link Detection （UDLD; 単一方向リンク検出） プロ ト コル、 Hot Standby
Router Protocol （HSRP）、 Gateway Load Balancing Protocol （GLBP）、 およびルーティング プロ ト コルの等コスト  パス

などがあります。 このハイ  アベイラビリテ ィ機能に追加された最新機能が、 Nonstop Forwarding （NSF; ノンスト ップ フォ

ワーディンブ） /Stateful Switchover （SSO; ステート フル スイッチオーバー） です。 NSF/SSO は、 Cisco IOS® ソフ トウェア

リ リース 12.2(18)SXD で Supervisor Engine 2 と Supervisor Engine 720 に導入されたスーパーバイザの冗長メカニズムであ

り、 レイヤ 2 ～ 4 のシャーシ内でのステート フル スイッチオーバーを提供します。 NSF/SSO では、 スーパーバイザのスイッ

チオーバーがすばやく実行されるため、 パケッ ト損失は 0 ～ 3 秒程度で済み、 Mean Time To Repair （MTTR; 平均修復時間）

が短縮されます。 NSF/SSO は、 企業ネッ トワークまたはサービス プロバイダーのネッ トワークの最重要部分に展開可能です。

これはネッ トワーク内の終端ポイン トに不可欠の機能であり、 Voice over IP （VoIP）、 映像、 およびパケッ ト損失の影響を受

けやすいその他のアプリケーシ ョ ンが関与するネッ トワークのダウンタイムを最小限に抑えることができます。

本書では、 Cisco IOS ソフ トウェアの Cisco Catalyst 6500 における NSF/SSO スーパーバイザの冗長動作について紹介しま

す。 NSF/SSO に関するプラ ッ ト フ ォーム固有の詳細事項、 NSF/SSO でサポー ト されている機能 （Multicast Multilayer
Switching [MMLS] NSF/SSO など）、および NSF/SSO のパフォーマンス実績を紹介します。本書では扱いませんが、NSF/SSO
を備えたアベイラビリテ ィの高いネッ トワークの設計方法を理解することは非常に重要です。ハイ  アベイラビリテ ィ  キャンパ

ス ネッ トワークの設計に関する情報、 NSF/SSO の動作全般に関する詳細情報、 NSF/SSO のコンフ ィギュレーシ ョ ン ガイド、

Cisco Catalyst 6500 のハイ  アベイラビリテ ィ  メカニズムを網羅した完全なリスト、 および Cisco Catalyst 6500 の Cisco
Catalyst OS （オペレーテ ィ ング システム） に関するスーパーバイザの冗長性に関する情報は、 この文書の 「参考資料」 を参

照して ください。

スーパーバイザの冗長性

スイッチの冗長コンポーネン ト

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スイ ッチは、アベイラビ リ ティの高いシステムを実現するための基盤と して、冗長ハードウェア  シ
ステム アーキテクチャが採用されています。 Cisco Catalyst 6500 スイ ッチでは、次のコンポーネン トによってスイ ッチの冗長性

を実現しています。

• スーパーバイザ エンジン ― すべての Cisco Catalyst 6500 シャーシは、 システムのハイ  アベイラビ リ ティを提供するため、

冗長スーパーバイザ エンジンをサポー ト しています。 スーパーバイザはアクテ ィブおよびスタンバイ  モードで動作し、

フェールオーバーのためのさまざまな冗長メカニズムをサポート しています。

• スイ ッチ ファブリ ッ ク  ― スイ ッチ ファブ リ ッ クは、 ファブ リ ッ ク対応のライン カードにデータ  パスを提供し、 使用可能

なシステム帯域幅を共有バス  キャパシティの 32 Gbps から、SFM2 （スイ ッチ ファブリ ッ ク  モジュール 2） 搭載の Supervisor
Engine 2 では 256 Gbps、Supervisor Engine 720 では 720 Gbps に増やします。スイ ッチ ファブリ ッ クに障害が発生した場合は、

冗長スイ ッチ ファブリ ッ クに切り替わり ます （冗長ファブリ ッ クが存在する場合）。

• 電源装置 ― すべての Cisco Catalyst 6500 シャーシでは、 冗長電源装置がサポート されているので、 1 台の電源装置に障害が

発生しても動作に影響はあ り ません。
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• ファン ト レイ  ― 各ファン ト レイには複数のファンがあ り ます。 また、 Cisco Catalyst WS-C6509-NEB-A シャーシには、オプ

シ ョ ンの冗長ファン  ト レイが用意されています。

• ライン カードの Online Insertion and Removal （OIR; ホッ ト スワ ップ） ― システムに影響を与えるこ とな く新しいモジュール

を追加でき、 ラ イン カードを交換しても設定が失われません。 ローカル フォワーディング エンジンを備えたモジュール

（Distributed Forwarding Card [DFC]） を取り付ける と、 ローカル フォワーディング エンジンのハード ウェア テーブルには、

最新のフォワーディング情報が読み込まれます。

スーパーバイザの冗長性の定義

スーパーバイザの冗長性を Cisco Catalyst 6500 で実現するには、 以下が必要です。

• シャーシあたり 2 台のスーパーバイザ

• 2 台のスーパーバイザ間で情報を同期させる冗長プロ ト コル

最初に起動したスーパーバイザ エンジンが、 アクティブ スーパーバイザ エンジンになり ます。 アクティブ スーパーバイザで

は、 コン ト ロール プレーンとフォワーディングの決定が実行されます。 も う 1 台のスーパーバイザはスタンバイ  スーパーバイ

ザとなり、 コン ト ロール プレーンまたはデータ  プレーンの決定には参加しません。アクティブ スーパーバイザは、設定とプロ

ト コルのステート情報をスタンバイ  スーパーバイザと同期させます。そのため、 アクティブ スーパーバイザに障害が発生した

場合は、スタンバイ  スーパーバイザでただちにアクティブ スーパーバイザの役割を引き継ぐこ とができます。アクティブ スー

パーバイザからスタンバイ  スーパーバイザへの 「交代」 のプロセスは、 スイ ッチオーバーと呼ばれます。

一度にアクティブにできるスーパーバイザは 1 台だけであ り、 冗長化した場合でも、 スーパーバイザ エンジン間の負荷分散は

行われません。 ただし、 スタンバイ  スーパーバイザ エンジンが動作している と きは、 インターフェイスがアクティブになって

いるため、 ト ラフ ィ ッ クのフォワーディングに使用するこ とができます。

スーパーバイザの冗長動作

スーパーバイザの冗長動作は、 Route Processor Redundancy （RPR） と RPR plus （RPR+） から、 Single Router Mode （SRM） /SSO、

そして NSF/SSO へと発展してきました。 それぞれの冗長動作モードは、 以前よ り も機能が向上しています。

• RPR ― RPR は、 Cisco IOS ソフ ト ウェアに初めて導入された冗長動作モードです。 RPR モードでは、 スタート アップ コン

フ ィギュレーシ ョ ンとブート  レジスタがアクティブ スーパーバイザとスタンバイ  スーパーバイザ間で同期化されます。 た

だし、 スタンバイ  スーパーバイザは完全には初期化されず、 両方のスーパーバイザ間のイ メージは同一である必要があ り

ません。 スイ ッチオーバーが発生する と、 スタンバイ  スーパーバイザは自動的にアクティブになり ますが、 ブート  プロセ

スを完了させなければな り ません。 さ らに、 すべてのライン カードが リ ロード され、 ハード ウェアが再プログラ ミ ングさ

れます。 RPR でのスイ ッチオーバーには、 2 分以上の時間がかかり ます。

• RPR+ ― RPR+ は RPR の強化版です。 スタンバイ  スーパーバイザは完全に起動されていて、 スイ ッチオーバーが発生して

も ライン カードのリ ロードは行われません。 ランニング コンフ ィギュレーシ ョ ンはアクティブ スーパーバイザとスタンバ

イ  スーパーバイザ間で同期化されます。また、RPR で行われる同期化動作のすべてが実行されます。同期化はスイ ッチオー

バーの前に完了し、 スタンバイ  スーパーバイザがアクティブになったと きには同期化された情報が使用されるので、 ダウ

ンタイムが最小限に抑えられます。 ただし、 リ ンク層またはコン ト ロール プレーンの情報の同期化は行われません。 イン

ターフェイスはスイ ッチオーバー後にただちに復旧し、 ハード ウェア情報は再プログラ ミ ングされます。 RPR+ によるス

イ ッチオーバーには 30 秒以上の時間がかかり ます。

• SRM/SSO ― SSO は RPR+ の機能をさらに拡張し、 スーパーバイザに障害が発生した場合にレイヤ 2 プロ ト コルの ト ランス

ペアレン ト なフェールオーバーを提供します。 SSO はレイヤ 2 プロ ト コルについてステート フルとなっています。 Policy
Feature Card （PFC; ポ リシー フ ィーチャ  カード） と DFC のハードウェア テーブルは、 スイ ッチオーバーが発生しても維持

されます。 これによ り、 レイヤ 2 およびレイヤ 4 で ト ランスペアレン ト なフェールオーバーが可能になり ます。 SSO は、

SRM/SSO および NSF/SSO の要件です。 SRM および NSF は追加のレイヤ 3 ルーティング機能を提供するもので、 SSO は

SRM および NSF とは独立して使用できます。SRM/SSO を使用している と きにスイ ッチオーバーが発生する と、ルーティン

グ プロ ト コルは再起動します。 ただし、 SRM/SSO は、 設定可能なルート  コンバージェンス間隔の間、 既存の PFC および
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DFC のレイヤ 3 スイ ッチング情報を使用して ト ラフ ィ ッ クを転送します。 この間に、 新し くアクティブになった Multilayer
Switch Feature Card （MSFC; マルチレイヤ スイ ッチ フ ィーチャ  カード） は、独自のルーティング テーブルを構築します。 こ

れによ り、ダウンタイムは最小限に抑えられますが、 スーパーバイザに障害が発生する とピアでは再コンバージェンスが必

要です。 SRM/SSO のスイ ッチオーバーにかかる時間は、 レイヤ 2 のユニキャス ト  ト ラフ ィ ッ クで 0 ～ 3 秒です。

• NSF/SSO ― NSF は SSO と連携して動作し、 スイ ッチオーバー後のレイヤ 3 の完全性を保証します。 これによって、 ルータ

はアクティブ スーパーバイザに障害が発生しても既知のルートでデータ  パケッ トの転送を継続するこ とができ、 その間に

ルーティング プロ ト コル情報が回復され、 検証が行われます。 再起動するルータで近接ルータ とのピア リ ング アレンジメ

ン トが失われた場合でも、転送を続行できます。 NSF が機能するためには、 スーパーバイザのスイ ッチオーバー中にコン ト

ロール プレーンとデータ  プレーンが隔離されているこ とが必要です。 データ  プレーンは、 スイ ッチオーバー以前の Cisco
Express Forwarding （CEF） の情報に基づいてパケッ ト  フォワーディングを継続します。 コン ト ロール プレーンにはグレー

スフル リ スタート  ルーティング プロ ト コル拡張機能が実装されており、 スイ ッチオーバー後にスーパーバイザが再起動し

たこ とを近接する NSF 認識ルータに通知して、 ネイバ隣接関係を再編し、 さ らにルーティング プロ ト コル データベースを

再構築します。 NSF 対応ルータには NSF 機能が実装されており、 スーパーバイザに障害が発生したあと もデータ  パケッ ト

の転送を続行できます。 NSF 認識ルータは、 NSF のグレースフル リ スタート  メカニズムに対応しています。 NSF 認識ルー

タは、 再起動する NSF 対応ルータ とのネイバ関係を破棄せず、 近接する NSF 対応ルータの再起動を支援できるため、 不要

なルート  フラ ップやネッ ト ワークの不安定が発生しにく くな り ます。 NSF 対応ルータも NSF を認識するこ とができます。

MMLS NSF/SSO によって、 システムはスーパーバイザ エンジンのスイ ッチオーバーの間、 PFC3 および DFC3 ハードウェア内

のマルチキャス ト  フォワーディングの状態を維持できるので、マルチキャス ト  サービスの中断を最小限に抑えるこ とができま

す。 MMLS NSF/SSO 以前は、 マルチキャス ト  フォワーディング エン ト リはスタンバイ  スーパーバイザ エンジンに同期化され

ていませんでした。 NSF/SSO のスイ ッチオーバー時間は、 レイヤ 2 ～ 4 のユニキャス ト またはマルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クで

0 ～ 3 秒です。

表 1 に、 Cisco Catalyst 6500 でサポート されている各冗長モードに必要なソフ ト ウェア バージ ョ ンの最低要件を示します。

表 1 スーパーバイザの冗長モードのサポート

2 台の Supervisor Engine 720 を使用する場合、 デフォル ト の冗長動作モードは SSO で、 Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース

12.2(17b)SXA 以降のリ リースでサポート されています。 2 台の Supervisor Engine 2 を使用する場合、デフォルトの冗長動作モー

ドは SSO で、 Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2(18)SXD 以降のリ リースでサポート されています。 Cisco IOS ソフ ト ウェア

12.2SX よ り以前のリ リースでは、 デフォルトの冗長動作モードは RPR+ とな り ます。

SRM/SSO は、 Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2(17b)SXA および 12.2(17d)SXB では、 デフォルトで有効になっています。

SRM/SSO は、 Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2(18)SXD 以降では NSF/SSO に置き換えられています。 NSF 認識と NSF 機

能を有効にする方法は、 ルーティング プロ ト コルごとに異なり ます。 NSF/SSO の設定の詳細については、 次の URL を参照し

てください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/lan/cat6000/122sx/swcg/nsfsso.htm

スーパーバイザ エンジン RPR および RPR+ SRM/SSO NSF/SSO

Supervisor Engine 1A 12.1(13)E – –

Supervisor Engine 2 12.1(13)E または 12.1(17d)SXB – 12.2(18)SXD

Supervisor Engine 720 12.2(14)SX 12.2(17b)SXA および

12.2(17d)SXB のみ

12.2(18)SXD
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ソフ トウェアのアップグレード

SSO を機能させるには、各スーパーバイザ エンジンが同じ リ リースの Cisco IOS ソフ ト ウェアを稼働しているこ とが必要です。

Fast Software Upgrade （FSU） を使用すれば、 ソフ ト ウェアのアップグレード計画に伴うダウンタイムを最小限に抑えるこ とが

できます。 このプロセスが行われている間、 冗長モードはアップグレード中に RPR に戻り ます。 手順の詳細は次の URL に記

載されています。

http://www.cisco.com/jp/service/manual_j/sw/cat60/iosscg/chapter07/07_redund.shtml#62923

RPR+ または SSO 冗長モードで稼働するには、イ メージのバージ ョ ンがアクティブ スーパーバイザとスタンバイ  スーパーバイ

ザとで同一である必要があ り ます。 これらの冗長モードでは、 スタンバイ  スーパーバイザ エンジンがオンラインになる と、 ス

タンバイ  スーパーバイザ エンジンに搭載されているイ メージのバージ ョ ンがアクテ ィブ スーパーバイザ エンジンによって

チェッ ク されます。 スタンバイ  スーパーバイザ エンジンのイ メージがアクティブ スーパーバイザ エンジンのイ メージと一致

しない場合は、 ソフ ト ウェアは冗長モードを RPR に切り替えてアップグレードを実行し、 アップグレードが完了してから SSO
に再度切り替えます。

将来の Cisco In Service Software Upgrade （ISSU） では、 SSO 冗長モードでソフ ト ウェアのアップグレードが可能にな り ます。

NSF/SSO は Cisco ISSU の基本的な構成要素です。

スーパーバイザの障害検出

スーパーバイザの冗長性は、 システムのハイ  アベイラビ リ ティの一部に過ぎません。 ハード ウェアおよびソフ ト ウェアの障害

を検出するこ とが、 復元力を備えたスーパーバイザのスイ ッチオーバー メカニズムを実現するための主要な要件とな り ます。

この障害検出のフレームワークを提供するのが、 Generic Online Diagnostics （GOLD） とプラ ッ ト フォーム依存の診断です。

GOLD は、シスコシステムズのプラ ッ ト フォーム上の診断動作を行うための、共通のアーキテクチャを定義しています。GOLD
はプラ ッ ト フォーム固有のオンライン診断と連携して動作し、 起動中および稼働中のシステムの健全性を保証するのに役立ち

ます。 Cisco Catalyst 6500 シ リーズでは、情報の大部分がハードウェア ベースで処理されるため、ハード ウェアの機能を定期的

にテス トするこ とが非常に重要です。 Cisco Catalyst 6500 システムでは、アクティブおよびスタンバイ  スーパーバイザを含むほ

とんどのモジュールで障害検出診断メカニズムが有効になっています。 診断テス トの結果は、 スイ ッチオーバーの決定に利用

するこ とができます。 Cisco Catalyst 6500 にはオンライン診断が組み込まれているため、 スイ ッチオーバーのト リガーとなるも

のがソフ ト ウェアのク ラ ッシュやキープアライブ メカニズムのみに限定されません。 スイ ッチオーバーは、 スーパーバイザの

制御パスとデータ  パスに不整合や障害が生じた場合、 またはランタイム診断でハードウェアの誤作動が検出された場合にも起

動されるこ とがあ り ます。 GOLD はスイ ッチオーバーの決定と起動に役立つだけでなく、 スタンバイ  スーパーバイザを定期的

に監視して、 スイ ッチオーバーのと きにいつでも交代できるこ とを保証します。 GOLD には、 スイ ッチオーバーのスケジュー

リ ング機能も組み込まれています。 管理者は、 オンライン診断 CLI （コマンド ライン インターフェイス） によって、 スイ ッチ

オーバーが特定の時間に行われるよ うにスケジューリ ングするこ とができます。

GOLD では、 次の問題を検出してスーパーバイザのスイ ッチオーバーを決定するこ とができます。

• ハードウェア コンポーネン トの障害

• コネクタの障害

• インターフェイスの障害

• メモ リ  エラー

• データ  プレーンと コン ト ロール プレーン間の不整合
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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SSO

SSO の動作

SSO の同期化動作
図 1 は、通常の動作時の SSO の同期化を図示したものです。 SSO モードでは、 レイヤ 2 プロ ト コルと PFC のハードウェア情報

がアクティブ スーパーバイザからスタンバイ  スーパーバイザへと同期化されます。 この図では、 RP は Route Processor （RP;
ルート  プロセッサ）、 SP は Switch Processor （SP; スイ ッチ プロセッサ）、 PFC は Policy Feature Card （PC; ポ リシー フ ィーチャ

カード）、 DFC は Distributed Forwarding Card （DFC; 分散フォワーディング カード） を表します。

図 1 SSO の同期化動作

SSO では RPR+ の同期化機能が拡張され、 レイヤ 2 およびレイヤ 4 で ト ランスペアレン ト なフェールオーバーが可能となって

います。アクティブ スーパーバイザからスタンバイ  スーパーバイザへの同期は、 スタート アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン、 ス

タート アップ変数、 およびランニング コンフ ィギュレーシ ョ ンだけでな く、 ランタイム  データにも適用されます。 フェール

オーバーの際にアクティブ スーパーバイザおよびスタンバイ  スーパーバイザ上のピア プロ ト コル プロセス間で規則性と信頼

性の高い通信を実現するため、 このダイナ ミ ッ クなデータ同期化 （チェ ッ ク  ポインテ ィ ング） では、 Cisco IOS Redundancy
Facility と Checkpoint Facility を使用しています。 起動時には、 SSO のバルク同期化が実行されます。 システムの稼働時にシス

テム内で変更が生じる と、 設定の同期化と状態のチェッ ク  ポインティングがさまざまなプロ ト コルで実行されます。

SSO は、 レイヤ 2 のダイナミ ッ ク  プロ ト コルのランタイム データを同期化します。 レイヤ 2 のコン ト ロール プレーン、 設定、

その他のネッ ト ワーク関連の変更が生じる と、アクティブ スーパーバイザおよびスタンバイ  スーパーバイザ上のピア プロセス

間で動作する Cisco IOS Checkpoint Facility が変更に関する情報を交換します。 表 2 は、 SSO でサポート されているレイヤ 2 プ

ロ ト コルの一覧を示します。たとえば、 スタンバイ  スーパーバイザ上の STP データベースは、アクティブ スーパーバイザから

のプロ ト コル情報とポート  ステートの両方のチェッ ク  ポインティングを実行するこ とによって最新の状態に維持されます。
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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SSO は、アクティブ スーパーバイザとスタンバイ  スーパーバイザ間のハードウェア フォワーディング テーブルも同期します。

PFC はスーパーバイザのドータカードであ り、ハード ウェア スイ ッチングを実行する Application Specific Integrated Circuit（ASIC;
特定用途向け IC） を搭載しています。 ハード ウェア テーブルの新しいエン ト リ を PFC にダウンロードする と きには、 システ

ム内の他のすべてのフォワーディング エンジンにも同時にダウンロード されます。 これによ り、 スタンバイ  スーパーバイザの

PFC は、 アクティブ スーパーバイザの PFC および DFC と同じフォワーディング情報を保持できます。 MAC アドレス  テーブ

ル、 Forwarding Information Base （FIB; フォワーディング情報ベース）、 隣接テーブル、 Access Control List （ACL; アクセス制御

リ ス ト ）、および Quality of Service （QoS; サービス品質） のハード ウェア テーブルの内容は、 スイ ッチオーバー後のスイ ッチン

グの決定にも使用できます。

図 2 は、 スーパーバイザのスイ ッチオーバー動作を図示したものです。 スイ ッチオーバーが発生しても、 ト ラフ ィ ッ クは混乱

なく転送できます。 1、 2、 3、 4 という番号は、 スイ ッチオーバーの順番を表します。 以下、 これらのステップについての説明

をします。

図 2 スーパーバイザのスイッチオーバー動作

通常の動作時には、 ハード ウェア テーブルとレイヤ 2 プロ ト コルの状態が同期されています。 図 1 には、 SSO 冗長モードでの

スーパーバイザのスイ ッチオーバー動作が図示されています。 スイ ッチオーバーのステップ 1 ～ 4 についての説明は、 次のと

おりです。

1. システムによってアクティブ スーパーバイザでソフ ト ウェアまたはハード ウェアの障害が検出される と、スイ ッチオーバー

が起動されます。 障害は、 ソフ ト ウェアの例外ハンド ラ、 GOLD のバッ クグラウンド  チェッ ク、 RP と SP 間のキープアラ

イブの失敗、Supervisor Engine 720 でのファブリ ッ ク  スイ ッチング モジュールの状態変化などによって検出されます。また、

スイ ッチオーバーはユーザによって起動される場合もあ り ます。
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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2. ライン カードの同期によって、 システム内のすべてのモジュールでスイ ッチオーバーの発生が認識されます。 スタンバイ

スーパーバイザはアクティブ スーパーバイザの役割を引き受け、 データは新たにアクティブになったスーパーバイザ上の

PFC によって転送されます。

3. 新たにアクティブになったスーパーバイザ上の SP と RP は、 プロ ト コルとデータ  パケッ トの処理を開始します。 SSO 認識

プロ ト コルはスイ ッチオーバーの影響を受けず、 ネッ ト ワークからのアップデート処理を開始します。

4. 非 SSO 認識プロ ト コルとルーティング プロ ト コルが起動されます。 SRM/SSO は、 設定可能なルート  コンバージェンス間

隔が経過したあとにスイ ッチオーバー以前の FIB 情報を除去するため、ルーティング プロ ト コルが収束されている間に、レ

イヤ 3 の転送をハード ウェア内で継続できます。ピアでは障害の前後で再コンバージェンスが必要です。スタティ ッ ク  ルー

トは、 動的ではな く静的な設定に基づいているため、 スイ ッチオーバーの前後で維持されたままにな り ます。 QoS または

ACL ポ リシーから派生するサポート対象のレイヤ 2 制御プロ ト コルとレイヤ 4 ポ リシーは、 スイ ッチオーバーの影響を受

けません。

NSF/SSO

NSF/SSO の動作

NSF/SSO の同期化動作
図 3 は、 NSF/SSO によるスーパーバイザの同期化を図示したものです。

図 3 NSF/SSO の同期化動作

シスコ製ルータでのパケッ ト  フォワーディングは、 CEF によって実行されます。 CEF は、 FIB テーブルと隣接テーブルの 2 つ

テーブルを保持しています。 FIB テーブルはルーティング テーブルから抽出して作成されたテーブルで、 フォワーディング プ
ロセスに関連する情報のみが含まれ、 特定のルーティング プロ ト コルに関する情報は含まれません。

たとえば、ルーティング プロ ト コルのアド ミニス ト レーティブ ディ スタンスは、フォワーディング プロセス とは関連性があ り

ません。 隣接テーブルは、 隣接ノードのネクス ト ホップ リ ラ イ ト情報を集約したものです。
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通常の動作時には、各ルーティング プロ ト コルで計算されたルートがシステムによって Routing Information Base（RIB; ルーティ

ング情報ベース） という共通データベースに集約されます。 すべてのルーティング プロ ト コルの情報が RIB 内に存在する と き

は、RIB の情報に基づいて、各ネッ ト ワークおよびサブネッ トに対応する最低コス トのネクス ト ホップ宛先が決定されます。そ

の時点で、 最低コス ト  パスのルーティング プレフ ィ クス と隣接情報が CEF テーブルに入力されます。 ルーティング プロ ト コ

ルに変更が生じる と、 ソフ ト ウェアの CEF データベースではアクティブ スーパーバイザからスタンバイ  スーパーバイザへの

チェッ ク  ポインティングが行われ、 CEF テーブルがシステム内に存在するすべての PFC および DFC のハードウェアにダウン

ロード されます （スタンバイ PFC を含む）。これによ り、フォワーディング テーブルの同期化がソフ ト ウェアおよびハード ウェ

ア レベルで保証され、スイ ッチオーバー後も最も正確な最新のフォワーディング テーブル情報に基づいてフォワーディングが

実行されるこ とが保証されます。

新旧の CEF エン ト リ を区別できるよ うに、 CEF エン ト リ ごとのエポッ ク番号が割り当てられています。 これは、 FIB および隣

接データベースのバージ ョニングと呼ばれています。 エポッ ク番号はソフ ト ウェアの CEF テーブルのみに管理され、 フォワー

ディング パスには影響しません。スイ ッチオーバーが発生する と、「グローバル エポッ ク番号」 の数値が 1 つ増えます。スイ ッ

チオーバー後、新たにアクティブになったスーパーバイザで新しいルーティング情報が入力される と、CEF エン ト リのバージ ョ

ン番号はグローバル エポッ ク番号によって更新されます。ルーティング プロ ト コルによってコンバージェンスの完了が通知さ

れる と、 現在のエポッ ク よ り も前のバージ ョ ン番号を持つ FIB および隣接エン ト リはク リ アされます。

スーパーバイザのスイッチオーバー動作
スイ ッチオーバーの発生時に、NSF を正常に機能させるには、データ  プレーンとレイヤ 3 のコン ト ロール プレーンが隔離され

ているこ とが必要です。コン ト ロール プレーンが新しいルーティング プロ ト コル データベースを構築し、ピア リ ング アグ リー

メン ト を再起動させるのに対して、データ  プレーンはスイ ッチオーバー以前のフォワーディング テーブルの同期化に基づいて

ト ラフ ィ ッ ク  フォワーディングを継続します。 次の項では、 NSF 認識ネイバが存在するこ とを前提と しています。 NSF 認識ネ

イバによる支援がないと、 NSF 対応システムではスイ ッチオーバー中にデータベースを再構築するこ と も、 ネイバ隣接関係を

維持するこ と もできません （ただし、 Cisco Intermediate System-to-Intermediate System [IS-IS] の NSF 実装では、 NSF 認識ネイバ

は不要）。

スイ ッチオーバー動作は、 図 2 で説明したとおりに発生します。 ただし、 NSF 対応ルーティング プロ ト コルの再初期化によっ

てルート  フラ ップが発生するこ とはあ り ません。 図 4 は、 実行される汎用ルーティング プロ ト コルの NSF/SSO の動作につい

て説明しています。 図 4 は、 近接する NSF 認識ルータ と NSF 対応の Cisco Catalyst 6500 について図示しています。 こ こには、

新たにアクティブになった Cisco Catalyst 6500 のスーパーバイザと NSF/SSO 動作の手順が示されています。 ただし、 この図に

は障害を起こしたアクティブ スーパーバイザは含まれていません。 スーパーバイザの SP と PFC に適用される手順は、 ライン

カード  プロセッサと DFC にも適用されるこ とに注意してください。
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図 4 NSF/SSO の動作

図 4 のステップ 1 ～ 12 についての説明は、 次のとおりです。 これらのステップは、 すべて 「新たにアクティブになった」 スー

パーバイザで実行されます。

1. スイ ッチオーバーが起動されます。

2. ルーティング プロ ト コルのプロセスによって、 スーパーバイザのフェールオーバーが発生したこ とが通知されます。 コン

ト ロール プレーンとデータ  プレーンを隔離するため、ルーティング プロ ト コルの再コンバージェンスが実行されるまでFIB
が RIB から隔離されます。

3. パケッ ト転送は、 スタンバイ  スーパーバイザへの切り替えが行われている間、 既知の最新 FIB および隣接エン ト リに基づ

いて継続されます。

4. グローバル エポッ ク番号の数値が 1 つ増えます。 たとえば、 スイ ッチオーバー以前にグローバル エポッ ク番号が 0 であっ

た場合は、 1 になり ます。

5. スーパーバイザがコン ト ロール プレーンのト ラフ ィ ッ クの処理を開始します。
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6. ソフ ト ウェアの隣接テーブルには、 スイ ッチオーバー前の Address Resolution Protocol （ARP） テーブルの内容が入力されて

います。 アップデート された CEF エン ト リに新しいグローバル エポッ ク番号が付与されます。 このエポッ ク番号は、 RP ソ

フ ト ウェアの CEF エン ト リでのみ使用可能で、 ハード ウェア テーブルには存在しません。 ハード ウェアには、 新しい隣接

エン ト リがダウンロード されます。

7. ルーティング プロ ト コル固有のネイバおよび隣接関係の再取得が実行されます。 再起動する NSF 対応ルータは、 そのネイ

バに対して、 隣接関係が再取得されているこ と、 および NSF 認識ネイバはネイバ関係を再初期化しないこ とを通知します。

再起動の通知が受信される と、 プロ ト コル固有の手順が実行されて隣接関係を維持できるよ うにな り ます。 ほとんどの場

合、再起動の通知は、Hello パケッ トに再起動フラグを設定して、復旧プロセス中に短い間隔で Hello パケッ ト を送信するこ

とによって行われます。 また、 NSF 認識ネイバは NSF 認識機能を持つこ とを、 再起動するルータに通知するこ とがあ り ま

す。 非 NSF 認識ネイバでは再起動の通知は無視され、 隣接関係が停止されます。 現在の NSF の実装では、 複数の NSF 可能

ネイバの同時再起動はサポート されていません。

8. ルーティング プロ ト コル固有のデータベース同期化が実行されます。 ルーティング プロ ト コルのプロセスによって、 NSF
認識ネイバからのデータベース情報を利用してデータベースが再構築されます。

9. ルーティング データベースが同期化される と、 ディ スタンス  ベクタ、 パス  ベクタ、 または Shortest Path First （SPF） アルゴ

リ ズムの計算によって、特定のプレフ ィ クス宛先への最適ルートが決定されます。 RIB には、新しいルーティング エン ト リ

が入力されます。 対応する CEF エン ト リが更新されます。

10. 更新された情報がソフ ト ウェアの CEF データベースに入力される と、 更新されたエン ト リには、 リ フレッシュされたこ と

を示すグローバル エポッ ク番号が付与されます。 対応する FIB エン ト リ とハード ウェア エン ト リが更新されます。

11. 各ルーティング プロ ト コルは、 CEF にコンバージェンスの完了を通知します。 すべてのプロ ト コルでコンバージェンスが

完了する と、 最後のルーティング プロ ト コルは古くなったルート との隣接情報を消去します。 現在のグローバル エポッ ク

番号に該当しない番号を持つソフ ト ウェアの CEF エン ト リは消去されます。 対応する FIB および隣接ハードウェア エン ト

リ も消去されます。

12. これで、 RP 上の Cisco IOS ソフ ト ウェアの CEF テーブル、 および SP、 PFC、 DFC 上のフォワーディング テーブルが同期化

されました。

NSF のグレースフル リ スタート  ルーティング プロ ト コル拡張機能は、 IETF ド ラフ ト と RFC に準拠しています。NSF プロ ト コ

ル固有の詳細については、 「参考資料」 を参照してください。

MMLS NSF/SSO
Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2(18)SXD 以前は、 IPv4 マルチキャス トのスイ ッチオーバー モデルは RPR+ でした。 SRM/
SSO が IPv4 ユニキャス トで設定されていても、PFC3 ハードウェア内のマルチキャス ト  フォワーディング エン ト リはスタンバ

イ  スーパーバイザ エンジンに同期化されません。

スイ ッチオーバーが発生する と、 PFC3 および DFC3 （存在する場合） 上のマルチキャス ト  フォワーディング エン ト リは消去さ

れ、マルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クのサービスが中断されます。新しいアクティブ RP がオンラインになったあとで、その RP で

PFC3 および DFC3 のフォワーディング エンジン内のハードウェア フォワーディング エン ト リへの再入力を行うには、Protocol
Independent Multicast （PIM） のネイバ関係を確立し、 Internet Group Management Protocol （IGMP） パケッ ト を処理するか、 また

はマルチキャス ト状態の再コンバージェンスを行う必要があ り ます。

MMLS NSF/SSO によって、 システムはスーパーバイザ エンジンのスイ ッチオーバー中に PFC3 および DFC3 ハードウェア内の

マルチキャス ト  フォワーディングの状態を維持できるので、マルチキャス ト  サービスの中断を最小限に抑えるこ とができます。
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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準備完了の状態にあるアクティブ スーパーバイザ エンジンは、 スタンバイ  スーパーバイザ エンジンをハード ウェアのマルチ

キャス ト  フォワーディング エン ト リで同期化します。 スーパーバイザ エンジンのスイ ッチオーバーが発生しても、 PFC3 およ

び DFC3 のハードウェア フォワーディング テーブルは保持され、 システムはマルチキャス ト  フォワーディング テーブルの有

効な最新コピーを使用して、 マルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クの転送を継続します。

新しいアクティブ RP がオンラインにな り、ネッ ト ワークでコンバージェンスが行われ、マルチキャス ト転送の状態が再取得さ

れる と、 その RP によって PFC3 および DFC3 上のハードウェア フォワーディング テーブルに新しい情報が再入力されます。

SSO と NSF/SSO の機能

表 2 ～ 5 は、 SSO と NSF/SSO 用に同期化されるレイヤ 2、 レイヤ 3、 WAN、およびハード ウェアの機能を説明しています。 「共

存」 と して指定される機能は SSO および NSF/SSO と併用するこ とが可能ですが、そのプロ ト コルの状態はアクティブ スーパー

バイザからスタンバイ  スーパーバイザには同期化されず、 スイ ッチオーバーが発生した時点で再初期化されます。 リ リースの

詳細は、 Cisco Catalyst 6500 のリ リース  ノートに記載されています。

レイヤ 2 機能の同期化

表 2 は、 レイヤ 2 SSO 用に同期化されるレイヤ 2 プロ ト コルについて説明しています。 記載されている機能は、 Cisco IOS ソフ

ト ウェア リ リース 12.2(17b)SXA を搭載した Supervisor Engine 720、 および Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2(18)SXD を搭

載した Supervisor Engine 2 で使用できます。

表 2 レイヤ 2 SSO でサポート されている機能

レイヤ 3 機能の同期化

表 3 は、 SRM/SSO および NSF/SSO 用に同期化されるレイヤ 3 プロ ト コルについて説明しています。 Enhanced Interior Gateway
Routing Protocol （EIGRP）、 Open Shortest Path First （OSPF）、 IS-IS、 および Border Gateway Protocol （BGP） 用の NSF 機能は、

Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2(18)SXD を搭載した Supervisor Engine 720 と Supervisor Engine 2 で使用できます。Cisco IOS
ソフ ト ウェア リ リース 12.2(18)SXD で導入されている MMLS NSF/SSO は、 Supervisor Engine 720 でのみ使用できます。

レイヤ 2 SSO でサポート されている機能

Cisco Discovery Protocol （CDP） （電力関連の情報についてのみス

テート フル）

ポート  セキュリテ ィ

診断 Switched Port Analyzer （SPAN; スイッチド  ポート  アナライザ） と

Remote SPAN （RSPAN）

802.1q STP

802.1X ト ラフ ィ ック  ストーム

Dynamic Trunking Protocol （DTP; ダイナミ ック  ト ランキング プロ

ト コル）

UDLD

IGMP スヌーピング VLAN ト ランク

インターフェイスとポート  ステート VLAN Trunking Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コル）

レイヤ 2 プロ ト コル ト ンネリング 音声 VLAN とインライン パワー

ポート  チャネリング：Port Aggregation Protocol （PAgP; ポート集約

プロ ト コル） と Link Aggregation Control Protocol （LACP）
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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表 3 レイヤ 3 機能の同期化

WAN 機能の同期化

表 4 は、 SSO 用に同期化される WAN プロ ト コルについて説明しています。記載されている機能は、 Cisco IOS ソフ ト ウェア リ
リース 12.2(18)SXD で使用できます。

表 4 WAN 機能の同期化

ハードウェアのレイヤ 2 ～ 4 機能の同期化

表 5 は、SSO スイ ッチオーバーの発生時にスタンバイ  スーパーバイザで利用できる PFC 情報について説明しています。記載さ

れている機能の大部分は、 Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2(17b)SXA を搭載した Supervisor Engine 720、 および Cisco IOS
ソフ ト ウェア リ リース 12.2(18)SXD を搭載した Supervisor Engine 2 で使用できます。

レイヤ 3 情報の同期化

NSF/SSO でサポート されている機能 SRM/SSO でサポート されている機能 共存機能

ARP ARP HSRP、 GLBP、 および Virtual Router 
Redundancy Protocol （VRRP）

BGP ハードウェアの CEF テーブル Multiprotocol Label Switching （MPLS; マルチ

プロ ト コル ラベル スイッチング）、

Internetwork Packet Exchange （IPX）、 および

IPv6

CEF テーブル （ソフ トウェアおよびハード

ウェア）

 PIM スヌーピング

EIGRP  Routing Information Protocol （RIP）

IS-IS

MMLS NSF/SSO

OSPFv2

VRF Lite

レイヤ 2 SSO でサポート されている機能

SSO でサポート されている機能 共存機能

Asynchronous Transfer Mode （ATM; 非同期転送モード） Distributed Link Fragmentation and Interleaving over ATM
（dLFIoATM）

dLFI over Frame Relay （dLFIoFR）

Automatic Protection Switching （APS; 自動保護スイッチング） Multilink PPP （MLPPP） と Multilink Frame Relay （MFR）

フレーム リレー IP ヘッダー圧縮

High-Level Data Link Control（HDLC; ハイレベル データ リンク制御） MPLS と Any Transport over MPLS （AToM）

PPP （ポイン ト ツーポイン ト  プロ ト コル） WAN カード用 QoS

Spatial Reuse Protocol （SRP）

ATM dLFIoATMdLFIoFR

APS MLPPP と MFR
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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表 5 ハードウェアのレイヤ 2 ～ 4 機能の同期化

スイッチオーバーのパフォーマンス

NSF/SSO のフェールオーバー時間

図 5 は、 NSF/SSO のパフォーマンス  テス ト用のセッ ト アップを図示したものです。

図 5 NSF/SSO のパフォーマンス テス ト

図 5 のよ うなネッ ト ワーク構成で、 Cisco Catalyst 6500 での NSF/SSO のパフォーマンスを測定しました。 このセッ ト アップに

は、 各種動作モードに対応するフェールオーバー時間を記録するためのシ ミ ュレーシ ョ ン デバイスが組み込まれています。 ま

た、実際に使用されるアプ リ ケーシ ョ ンが NSF/SSO スイ ッチオーバーによって影響を受けないかど うかを確認するため、 アプ

リ ケーシ ョ ンの ト ラフ ィ ッ ク も流れています。 テス ト したアプリ ケーシ ョ ンは映像および VoIP アプリ ケーシ ョ ンなどです。

テス ト用セッ ト アップは、3 台の Cisco Catalyst 6500 スイ ッチで構成されます。このセッ ト アップの全スーパーバイザには、Cisco
IOS 12.2(18)SXD がロード されています。 テス ト用デバイスの Cisco Catalyst 6500 には、 近接ルータからのレイヤ 2 およびレイ

ヤ 3 ト ラフ ィ ッ クをスイ ッチングする冗長構成の Supervisor 720 が搭載されています。この双方向ト ラフ ィ ッ クには、ト ラフ ィ ッ

ク  シ ミ ュレータによって 100,000 pps で生成されるレイヤ 2 およびレイヤ 3 ト ラフ ィ ッ ク、 IP Phone および映像クライアン ト /
サーバから送信される音声および映像ト ラフ ィ ッ クが含まれます。テス ト手順は、RPR+、SSO （NSF 機能は無効）、および NSF/
SSO の各フェールオーバー メカニズムについて実行されるレイヤ 2 およびテス ト 3 テス トで構成されます。レイヤ 3 テス ト  ラ
ンは、 OSPF、 EIGRP、 IS-IS、 および BGP 用に挿入した 1000 のルートで実施されました。 ネイバはすべて NSF 認識機能を持っ

ています。

フェールオーバー時間は、 スイ ッチオーバー中に送信されたパケッ ト数と受信されたパケッ ト数を比較するこ とによって算出

されます。 パケッ ト  レートが指定されている場合 （テス ト  ランでは 100,000 pps）、 フェールオーバー時間は （送信パケッ ト数

– 受信パケッ ト数） / パケッ ト  レート とな り ます。

表 6 は、 ト ラフ ィ ッ クが WS-X6748-GE-TX モジュールの 2 つのポート間を伝送されている と きのフェールオーバー時間を、 各

種のシナリオに基づいて示したものです。 全体と して、 NSF/SSO ではフェールオーバー時間はテス ト条件に応じて 0 ～ 3 秒の

範囲になり ます。

ハードウェアの L2 ～ 4 機能の同期化

ハードウェアの ACL ベースの機能 ハードウェアの FIB

ハードウェアの隣接テーブル ハードウェアの MAC アドレス テーブル

ハードウェアの IP マルチキャスト情報 ハードウェアの QoS ベースの機能
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
Important notices, privacy statements, and trademarks of Cisco Systems, Inc. can be found on cisco.com

Page 13 of 16



表 6 NSF/SSO のフェールオーバー時間

Cisco Catalyst OS と Cisco IOS ソフ トウェアのハイ  アベイラビリテ ィの比較

表 7 は、 Cisco Catalyst OS、 ハイブリ ッ ド、 および Cisco IOS ソフ ト ウェアのスイ ッチオーバーのパフォーマンス値を、 同等の

機能について比較したものです。 Cisco Catalyst OS のスーパーバイザの冗長メカニズムの詳細については、 次の URL を参照し

てください。

http://www.cisco.com/warp/public/cc/pd/si/casi/ca6000/tech/hafc6_wp.pdf

Cisco Catalyst OS の高速スイ ッチオーバー機能は、 Cisco IOS ソフ ト ウェアの RPR+ 機能に相当します。 Cisco Catalyst OS のハイ

アベイラビ リ ティ機能は、Cisco IOS ソフ ト ウェアの SSO 機能に相当します。両機能と もレイヤ 2 プロ ト コルの同期化とレイヤ

2 ～ 4 のハードウェア同期化を提供しています。

SRM 冗長方式によるハイブ リ ッ ドのハイ  アベイラビ リ ティは、 SSO のハイブリ ッ ドに相当します。 ハイブリ ッ ド  モデルでは、

NSF 機能はサポート されていません。

表 7 は、 Cisco Catalyst OS、 ハイブリ ッ ド、 および Cisco IOS ソフ ト ウェアの冗長機能のパフォーマンス値を比較したものです。

表 7 Cisco Catalyst OS と Cisco IOS ソフ トウェアのスーパーバイザの冗長機能

統計情報と SNMP

統計情報

アクティブ スーパーバイザで保持されている各種の統計情報は、 スタンバイ  スーパーバイザには同期化されません。統計情報

は頻繁に変化するため、 相当な規模の同期が必要となるからです。 影響を受ける統計情報を定期的にポーリ ングして正確さを

維持するには、 ネッ ト ワーク管理システムを使用する必要があ り ます。

フェールオー

バー時間

レイヤ 2 ト ラ

フ ィ ッ ク

EIGRP でルー

ティングされる

レイヤ 3 ト ラ

フ ィ ック

OSPF でルー

ティ ングされる

レイヤ 3 ト ラ

フ ィ ッ ク

IS-IS でルーティ

ングされるレイヤ

3 ト ラフ ィ ック

（シスコ方式）

IS-IS でルーティ

ングされるレイヤ

3 ト ラフ ィ ッ ク

（IETF 方式）

BGP でルーティ

ングされるレイヤ

3 ト ラフ ィ ック

RPR+ 62.00 秒 70.00 秒 140.00 秒 82.00 秒 82.00 秒 130.00 秒

SSO （NSF 機能

は無効）

0.50 秒 6.00 秒 11.00 秒 0.55 秒 0.55 秒 54.00 秒

NSF/SSO 0.50 秒 0.55 秒 0.55 秒 0.55 秒 0.55 秒 0.55 秒

Cisco Catalyst OS ハイブリ ッ ド Cisco IOS ソフ トウェア

– – RPR ： > 120.00 秒

高速スイッチオーバー ： > 30.00 秒 高速スイッチオーバー ： > 30.00 秒 RPR+ ： 30.00 秒

ハイ  アベイラビリテ ィ ： 0.50 ～ 5.00 秒 SRM でのハイ  アベイラビリテ ィ ： 0.50 ～

5.00 秒

SSO ： 0.00 ～ 3.00 秒

ハイ  アベイラビリテ ィ ： 0.50 ～ 5.00 秒 SRM でのハイ  アベイラビリテ ィ ： 0.50 ～

5.00 秒

NSF/SSO ： 0.00 ～ 3.00 秒

ハイ  アベイラビリテ ィ  バージ ョニング ハイ  アベイラビリテ ィ  バージ ョニング FSU
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SNMP
SNMP （簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル） のデータは、 スーパーバイザが SSO モードで動作している と きは冗長化したスー

パーバイザ間で同期化されます。 これは、 スタンバイ  スーパーバイザとアクティブ スーパーバイザがネッ ト ワーク管理システ

ムから見て区別できないこ とを保証するためです。 同期化される SNMP オブジェク トには、 ifindex などのインターフェイス関

連の機能や SNMP 設定などがあ り ます。

Cisco High-Availability MIB である CISCO-RF_MIB は、 冗長情報を管理者にレポート します。 この情報には、 プライマ リ  スー

パーバイザとセカンダ リ  スーパーバイザの ID、現在の冗長性の状態、および最新のスイ ッチオーバーの発生原因と発生時間が

含まれます。 スイ ッチオーバーが発生する と、 ciscoRFSwactNotif 通知によってスイ ッチオーバーの信号が送られます。

Cisco-RF MIB が使用されるほか、 Syslog メ ッセージと SNMP ト ラ ップが送信され、 管理者にコンポーネン トの障害が通知され

ます。

SNMP データの同期化は、 RPR および RPR+ 動作モードでは利用できません。

SSO の SNMP サポートの詳細については、 次の URL を参照してください。 （英語）

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios120/120newft/120limit/120s/120s26/ssomibs3.htm

サービス モジュールでのスーパーバイザの SSO 機能のサポート

NSF/SSO によるスーパーバイザのフェールオーバー イベン トの間、サービス  モジュールの動作が継続されるのは重要なこ とで

す。現在のサービス  モジュールの多くは特定のハイ  アベイラビ リ ティ  メカニズムを備えており、シャーシ内またはシャーシ間

でモジュール間のスイ ッチオーバーを実行できます。サービス  モジュールでのスーパーバイザの NSF/SSO のサポートは、スー

パーバイザのフェールオーバーの影響を最小限に抑えるこ とによって、各サービス  モジュールのハイ  アベイラビ リ ティ  メカニ

ズムを補完します。

標準のスイ ッチング モジュールの SSO に関連する各特性は、 サービス  モジュールにも当てはま り ます。 サービス  モジュール

は再起動せず、 そのインターフェイスは動作を継続します。 また、 サービス  モジュールはライン カードが同期化される短い時

間を除いて、 スーパーバイザのスイ ッチオーバーの影響を受けません。

サービス  モジュールの SSO モード互換性については、 次のリ リース  ノートで確認してください。 （英語）

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/lan/cat6000/122sx/ol_4164.htm

WAN モジュールでのスーパーバイザの SSO のサポート

OSM （オプティカル サービス  モジュール） と FlexWAN モジュールはスタンバイ  スーパーバイザ エンジンでサポート されて

おり、 NSF/SSO によるスーパーバイザのフェールオーバー イベン トの間も動作を継続します。

参考資料

ハイ  アベイラビリテ ィ ：

ハイ  アベイラビ リ ティに関する技術文書 ：

http://www.cisco.com/warp/public/732/Tech/grip/splash/

Cisco Catalyst 6500 のハイ  アベイラビリテ ィ ：

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スイ ッチのハイ  アベイラビ リ ティ （Catalyst OS のハイ  アベイラビ リ ティ） ：

http://www.cisco.com/warp/public/cc/pd/si/casi/ca6000/tech/hafc6_wp.pdf

スーパーバイザ エンジンの冗長性の設定 ：

http://www.cisco.com/jp/service/manual_j/sw/cat60/iosscg/chapter07/07_redund.shtml
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NSF/SSO を使用したスーパーバイザ エンジンの冗長性の設定 ：

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/lan/cat6000/122sx/swcg/nsfsso.htm

Cisco IOS ソフ ト ウェア リ リース 12.2SX のリ リース  ノート （英語） ：

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/lan/cat6000/122sx/ol_4164.htm

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スイ ッチのマニュアル ：

http://www.cisco.com/jp/service/manual_j/index_sw_cat6500.shtml

ステート フル スイッチオーバー （英語） ：

SNMP SSO ：

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios120/120newft/120limit/120s/120s26/ssomibs3.htm

NSF/SSO ：

NSF ：

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/ios122s/122snwft/release/122s20/fsnsf20s.htm

IETF のルーティング プロ ト コル拡張機能 （英語） ：

http://www.ietf.org/
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